
日本はＧＤＰ（国内総生産）で世界３位に入る経済大国です。そして、世界１０位となる１億２千万人

もの人が暮らしています。だから日本には、あらゆるモノが溢れています。食材、日用品、衣類、レジャ

ー用品、電気製品・・・・ジャンル分けをするだけでも気が遠くなるほどの種類がありそうです。 

 

そんな状況を象徴しているのが自動販売機の設置台数です。いったいどのくらいあると思いますか。

２０１１年末時点で５０８万台iだそうです。国民２４人に一台の計算になるのですが、「そんなに必要？」

だと感じませんか。じつは、その５０８万台のうち３２万台がタバコの自販機で、国民３７５人に一台の割

合です。こちらもさらに「そんなに必要？」と思いますよね。 

また、自販機なみに

いたるところにあるのが

コンビニです。その店

舗数は２０１３年４月時

点で４万７千店 ii。自販

機と同じく、ほとんどは

２４時間営業です。 

 

写真は、そのコンビ

ニのレジ後方の景色で

す。どのコンビニでもこ

んな光景を目にします

よね。お客さんの真正

面に、２００種類近くの

タバコがズラッと並んで

います。 

現在、男女を合わせた成人の喫煙率は約２０％、喫煙者数は推計で２３００万人だと言われていま

す。２３００万人という数は決して少なくありません。でも日本全体でみれば、１億人近くの人はタバコを

必要としていないのですから、喫煙者は少数派です。 

なのに、３２万台もの自販機と４万７千店のコンビニでタバコを２４時間販売している国は、世界でも

めずらしい存在です。日本は“経済大国”である一方“タバコ大国”でもあるのです。あまり名誉なことで

はありません。タバコ臭くない日本にするために、この状況は変えていかなければいけませんよね。 
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